
介
護
保
険
・

要
支
援
１
、
２

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
と

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
介
護
保
険
給

付
外
と
な
り
、

市
の
総
合
事
業
に
移
行
。
要
支
援
認
定
者
の
更
新
時

に
、
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
て
心
身
の
状
況

が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。

【
質
問
】
そ
の
際
本
人
や
家
族
の
意
向
を
ど
の
よ
う

に
反
映
し
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
心
身
の
状
況
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
、

本
人
の
希
望
を
確
認
。
必
要
な
方
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
の
実
施
。
希
望
あ
れ
ば
従
来
通
り
要
支
援
認

定
の
更
新
申
請
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
更
新
時
は
訪
問
調
査
、
主
治
医
の
意
見

書
な
ど
を
基
に
介
護
認
定
審
査
会
で
要
支
援
１
、
２
、

な
ど
と
判
定
。
心
身
の
状
況
に
見
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
得
る
に
は
従
来
通
り
の
方
が
確
実
で
す
。

【
質
問
】
主
治
医
の
意
見
書
の
反
映
は
重
要
、
更
新

時
に
提
出
す
べ
き
と
提
案
。

【
答
弁
】
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
は
主
治
医

の
意
見
書
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
。
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
際
必
要
あ
れ
ば
主
治
医
に
聞
い
て

い
る
。

「
自
転
車
が
歩
道
を
走
っ
て
い
る
と
ヒ
ヤ
ッ
と
す
る
」

市
民
の
方
か
ら
こ
の
よ
う
な
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
市
内
の
自
転
車
事
故
件
数
の
増
減
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

【
答
弁
】
表
の
通
り
答
弁
。

田
中
議
員
の
調
査
で
、

平
成
27
年
に
小
田
原
警
察

署
管
内
で
の
自
転
車
乗
車

中
の
事
故
は
、
15
歳
以
下
、

65
歳
以
上
に
多
い
こ
と
が

判
明
。

そ
こ
で
、
中
学
生
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
教
室

の
積
極
的
な
開
催
と
車
道
に
自
転
車
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

の
整
備
を
さ
ら
に
進
め

る
と
あ
る
の
で
、
そ
の

効
果
・
検
証
の
報
告
を

今
後
行
う
べ
き
と
提
案

し
ま
し
た
。

【
答
弁
】
中
学
校
に
積

極
的
に
開
催
を
呼
び
か

け
て
行
く
。
報
告
は
然

る
べ
き
時
に
行
う
。

吉
田
福
治
議
員

は
国
府
津
駅
周
辺

整
備
事
業
に
つ
い

て
、
①
整
備
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
②
駐
輪
場

の
利
便
性
や
市
民
の
声
を
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
質

問
。国

府
津
駅
周
辺
は
広
場
内
へ
の
車
両
の
出
入
が
多

く
、
渋
滞
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

無
料
駐
輪
場
も
自
転
車
の
数
が
多
く
、
放
置
自
転

車
も
あ
り
、
盗
難
や
乱
雑
さ
で
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
答
弁
】
駅
西
側
用
地
に
一
般
車
両
の
乗
降
場
と
駐

輪
場
を
新
た
に
設
置
す
る
。
整
備
後
の
駐
輪
場
は
、

受
益
者
負
担
の
考
え
に
基
づ
き
、
有
料
と
す
る
こ
と

が
妥
当
。
地
元
の
意
見
、
ご
要
望
も
伺
い
、
安
全
性

と
利
便
性
の
高
い
施
設
整
備
を
早
期
に
手
掛
け
て
い

き
た
い
。

吉
田
議
員
は
こ
の
答
弁
を
受
け
て
、
「
国
府
津
フ

ラ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
の
存
続
を
要
望
し
ま
し
た
。

㈱
Ｈ
Ｇ
Ｓ
Ｔ
ジ
ャ
ッ
パ
ン
小
田
原
事
業
所
の
閉
鎖

後
の
再
就
職
状
況
に
つ
い
て
、
離
職
さ
れ
た
約
５
０

０
名
の
内
約
７
割
の
方
が
再
就
職
さ
れ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
市
は
「
引
き
続
き
、
関
係
機

関
等
と
連
携
し
て
、
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
未
決

定
者
の
再
就
職
活
動
を
支
援
す
る
」
と
答
弁
。

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
―
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
居
氏
の
実
施
設
計
を
市
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
質
問
。

【
答
弁
】
実
施
設
計
は
、
基
本
計
画
を
具
現
化
し
た

も
の
で
、
そ
の
趣
旨
を
反
映
し
て
い
る
。
市
民
の
意

見
を
反
映
し
て
き
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

吉
田
議
員
は
新
居
氏
の
実
施
設
計
を
生
か
す
べ
き

で
あ
る
と
強
調
、
市
長
の
見
解
を
質
し
た
。

【
答
弁
】
実
施
設
計
図
書
に
基
づ

く
整
備
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

さ
ら
に
、
吉
田
議
員
は
子
供
た

ち
に
夢
を
与
え
る
ホ
ー
ル
建
設
を

す
べ
き
と
質
問
。

【
答
弁
】
将
来
を
担
う
子
供
た
ち

の
た
め
に
も
、
芸
術
文
化
創
造
セ

ン
タ
―
整
備
に
こ
れ
か
ら
も
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

最
後
に
、
議
員
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
、
豊
洲
市
場
の
設
計
を
し

た
日
建
設
計
に
な
っ
た
こ
と
で
の

問
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。

＊
日
建
設
計
と
は
：
ホ
ー
ル
建

設
は
、
国
の
「
多
様
な
入
札
契
約

方
式
モ
デ
ル
事
業
」
に
え
ら
ば
れ

日
建
設
計
が
支
援
事
業
者
に
決
ま

る
。
豊
洲
市
場
の
盛
り
土
問
題
や
建
設
費
の
高
騰
等
、

こ
の
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

２０１６年１１月２２０号

吉田ふくじ議員
田中りえ子議員

芸
術
文
化
創

造
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
つ
い
て

質
問
。
９
月
の

市
長
等
が
行
っ

た
議
員
説
明
会

で
、
改
め
て
整

備
方
針
を
決
定
す
る
と
し
て
い
る
。
（
１
）
実
施
設

計
の
取
り
扱
い
に
財
政
推
計
の
結
果
、
収
支
の
見
直

し
が
厳
し
い
等
々
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
実

施
設
計
図
書
に
基
づ
く
整
備
は
難
し
い
。
今
後
秋
に

向
け
整
備
の
あ
り
方
を
取
り
ま
と
め
秋
に
公
表
す
る

と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
事
実
上
実
施
設
計
を
白
紙
撤
回
す
る
よ
う

な
も
の
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
市
長
公
約
、
小
田
原

市
の
前
期
基
本
計
画
、
市
民
と
と
も
に
市
政
を
作
り

あ
げ
る
と
い
う
政
治
理
念
、
こ
れ
ら
の
手
法
を
投
げ

捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。

ホ
ー
ル
建
設
の
市
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
専
門
家
の

知
恵
と
努
力
、
費
用
を
投
げ
捨
て
る
こ
と
に
な
り
は

し
な
い
か
。

前
進
座
演
出
家
橋
本
氏
は
全
国
で
公
演
し
た
３
０

０
を
超
え
る
劇
場
を
使
用
し
た
専
門
家
の
立
場
か
ら
、

「
稀
に
見
る
優
れ
た
設
計
」
。
ホ
ー
ル
建
設
は
音
響

や
照
明
、
舞
台
機
構
に
つ
い
て
周
到
な
準
備
と
計
算

を
重
ね
て
設
計
さ
れ
る
。
こ
の
実
施
設
計
は
市
民
と

専
門
家
が
二
年
以
上
か
け
市
民
と
作
り
上
げ
た
。
こ

れ
を
破
棄
し
て
し
ま
う
の
は
市
民
、
近
隣
の
人
た
ち

に
大
き
な
損
失
。

舞
台
美
術
家
の
妹
尾
河
童
氏
は
「
変
な
劇
場
は
建

て
な
い
で
く
だ
さ
い
」
「
劇
場
は
50
年
間
建
て
直
せ

な
い
」
「
市
民
の
た
め
の
劇
場
を
」
と
し
て
、
次
の

世
代
に
宝
物
と
し
て
手
渡
し
て
育
て
て
ほ
し
い
と
述

べ
て
い
る
。
全
体
の
方
向
性
を
決
め
る
前
に
実
施
設

計
者
と
市
長
自
ら
が
会
っ
て
話
し
合
い
を
す
べ
き
と

質
問
。

民
間
事
業
者
に
設
計
、
施
工
が
お
任
せ
と
な
り
音

響
、
使
い
や
す
さ
、
品
質
が
落
ち
よ
い
ホ
ー
ル
建
設

は
難
し
い
。
他
市
の
例
で
、
計
算
見
直
し
を
行
っ
た

約
44
億
円
余
（
税
抜
き
）
で
は
、
小
ホ
ー
ル
が
浮
き

構
造
で
な
い
為
、
大
小
ホ
ー
ル
の
同
時
使
用
は
で
き

な
い
等
、
専
門
家
は
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
も
良
く
調
査
す
べ
き
と
質
問
。

実
施
設
計
を
白
紙
撤
回
す
る
主
な
理
由
は
財
政
推

計
と
し
て
い
る
。
市
の
借
金
等
も
平
成
26
年
度
決
算

で
、
加
藤
市
政
に
な
り
３
１
３
億
円
減
り
、
財
政
調

整
基
金
を
約
31
億
円
増
や
し
て
い
る
。
今
ま
で
も
三

大
事
業
の
見
直
し
と
財
源
確
保
を
求
め
て
き
た
。

【
答
弁
】
新
居
氏
と
会
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

適
正
な
規
模
で
必
要
な
機
能
を
備
え
た
施
設
を
よ
り

建
設
費
を
抑
え
て
整
備
し
て
い
く
。

以
上
の
他
に
、
小
田
原
市
職
員
の
健
康
管
理
の
現

状
と
今
後
の
改
善
方
策
に
つ
い
て
、
久
野
霊
園
の
合

奏
式
墓
地
建
設
の
早
期
実
施
の
方
向
性
に
つ
い
て
質

問
。
合
奏
式
墓
地
建
設
は
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る

と
答
弁
。

関野たかし議員

議会活動報告紙
日本共産党小田原市議団

小田原市荻窪３００番地
日本共産党小田原市議団ホームページ

http://jcpodawara.kun.jp/

平成25年 222件

平成26年 239件

平成27年 194件

合計 655件

市内の自転車
事故件数車道の自転車ピクトグラム



以下は決算特別委員会で、日本

共産党が行った主な総括質疑と答
弁の一部です。

アドバイザリー委託料
の妥当性について
（19,116,000円）

質疑 斎場整備事業のアドバイ

ザリー委託料が高すぎると考える
が積算根拠はどうなっているのか。

答弁 特定事業の選定、延べ700
件以上あった要求水準書等に対す

る質問回答書の作成作業などに対
する、アドバイザーの人件費が主

なもの。他の先行事例や内閣府の
ガイドラインを踏まえても妥当で

ある。

住吉橋修復実施計画に
ついて（12,960,000円）

質疑 現状の住吉橋は銅門側が

雨だれにより腐食している。内仕
切り門と橋の欄干の直接的な雨水

対策は今回の設計ではとられてい
るのか。

答弁 新たな橋の床板に水勾配
を付け、

水切用金
物を木材
の腐食抑

制効果の
ある銅製

に変更す
る等によ

り、雨水
の影響に

よる劣化
を従前よ

りも防止
する対策

を講じた。

法律相談・市政・生活相談は
下記へご連絡ください

℡/Fax 住所
関野たかし ４２－０３１６ 曽我岸90

田中りえ子 ３５－５３８９ 扇町1-6-2

吉田ふくじ ４９－３７５９ 南鴨宮3-9-8
（市役所 市議団控室 ３３ー１７８９）

Eﾒｰﾙ(代表) tanakarieko@nifty.com

日
本
共
産
党
の

無
料
法
律
相
談

担
当
弁
護
士

岡
村
三
穂

12
月
６
日
（
火
）

次
回１

月
10
日
（
火
）

午
後
１
時
よ
り

※
予
約
制
で
す
の
で
、

相
談
さ
れ
る
方
は
、
関

野
、
田
中
、
吉
田
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

雨水、長寿命化対策を促進

平成２７年度決算は１４会計の内３会計のみ
認定できないことを表明

現在小田原市斎場整備事業はＰＦＩで進められている。日本共産党は老朽化し
ている斎場の新たな整備には賛成だが、不透明な部分が大きいPFIには反対してき
た経緯がある。

アドバイザリー委託料はアドバイザリー業務を内閣府が推奨。「内閣府のＰＦ
Ｉに関するアンケートの結果について」に、「アドバイザリー委託料の積算根拠
について作成してほしい」「コンサルティング費用等で高コストがかかる」「ア
ドバイザリー委託にあたり、委託料の積算基準がないため対応に苦慮した」など
との指摘がある。
ＰＦI推進の国の大本のところが疑問や問題を抱かせることになっている。積算

根拠が不鮮明である。結果、一般会計の斎場整備事業アドバイザリー委託料につ
いて、競輪事業特別会計は理念上、後期高齢者医療事業特別会計は75歳以上を別
枠とした事業導入のあり方に一貫して反対している経緯から認定できない。残り
のすべての会計決算については認定しました。

小田原市は南足柄市との合併、中核市、新たな広域連携を目指すとしてい
ます。これで本当に市民のくらし、福祉が良くなるのでしょうか。
○なぜ今協議するのかを、次にように示しています。

①直面する危機として人口が加速度的に減少②高齢者が急増、現役世代は
激変③市の収入は横ばいから減少傾向へ④市の義務的な支出が急増⑤かつて
ない人口減少・少子高齢化、経済力の低下、都市機能の集積の低下が不可避、
税収減や行政効率の低下で安定的な行政サービスが困難に、２市からも県西
地域からも人口が流出してしまう、県西地域全体に「消滅」の恐れ？！など
となっています。

確かに人口は減ってきています。肝心なことは、なぜ人口が減ってきてい
るのかなど、原因の究明と対策が必要であり、現状と推計を示しても問題は
解決しないと考えます。

平成の大合併で合併した市町村でも人口減少等が進んでいます。「合併あ
りき」の声があります。
市民とともに徹底した議論が必要ではないでしょうか。

国民健康保険について

質疑 昨年度に比べて一人当たり保険料が上がり、県内19市中上位で
ある。今後保険料の引き上げをすべきではない。

答弁 本市は県内でも一人当たり医療費が高い状況にある、高齢化の
進展や医療の高度化に伴い医療費が増加している。医療費の伸びを抑制
し、保険料の上昇を抑えていきたい。

水道料金が来年１月から平均20.8％値上げ、基本料金はおよそ40％の
値上げとなるもの。労働者の実質賃金は下がり、国民の消費購買力は低
下しています。このような時に値上げすべきでない等と反対しました。

決算特別委員会請求資料40 保健課

県下各市１人当たり国民健康保険料・繰入金一覧（平成25年度～平成27年度）
(単位・円)

小田原市 (４) 105.381 (６) 102.409 (４) 102.776 (15) 32.138 (11) 36.981 (11) 40.840

保険者名
１人当たり保険料（現年分） １人当たり一般会計繰入金

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度


